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６月４日からの１週間は、厚生労働省、文部科学省、日本歯科医師会、日本学校歯科医会が実施する「歯と口の健
康週間」です。給食でも６月４日から１０日は、特にかみごたえのある献立（カミカミ献立）を取り入れました。
食事をおいしく食べて、健康な体をつくるには、歯と口が健康でなくてはなりません。丈夫で健康な歯と口を保つた
めに、日頃からよくかんで食べる習慣をつけましょう。

＜今月の給食目標＞ 「よくかんで食べよう」

【おいしく味わえる】 【むし歯を防ぐ】

【歯並びがよくなる】 【脳のはたらきがよくなり、

心を安定させる】

よくかむことで、食べ物本来の

味を十分味わうことができ、

よりおいしく感じる

ようになります。
また、味覚も発達

します。

【食べすぎを防ぐ】

ゆっくりとよくかむことで、脳

におなかがいっぱい

だという信号が伝

わり食べすぎを防
ぐことができます。

かめばかむほど、だ液がたくさ
ん出ます。だ液には、口の中の汚
れを落としたり、
むし歯を予防す
るはたらきがあ
ります。

細かくかんだ食べ物は、だ液と

混ざることで飲み込み

やすくなり、胃や

腸での消化も助け

ます。また栄養が吸

収されやすくなります。

かむたびにあごの骨や筋肉が発

達してじょうぶ

になり、歯並び

がよくなります。

よくかむことで、頭の血

管や神経が刺激されて、

脳のはたらきがよくな

り、記憶力や集中力が

高まります。また、心

も安定します。

【消化を助け、

栄養の吸収が高まる】

生涯にわたって、心身ともに健康で生き生きと暮らしていくために、「食べる力」を身につける必要があります。特に、
子どもたちに対しては、「食育」を家庭・学校・地域が連携し、推進していくことが大切です。

給食センターでは、毎月１９日前後に、食育の日にちなんだ献立を提供し

ています。健康に良いとされている和の食材「ま（豆）、ご（ごまなどの種

実類）、わ（わかめなどの海藻類）、や（野菜）、さ（魚）、し（しいたけ

などのきのこ類）、い（芋）」の食材を入れた「まごわやさしい献立」です。


